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11 THE SLOW FOOD／ししとう	 	 THE SLOW LIFE ／ 岬の駅観光案内所スタッフ
くしまをあそぼう／串間の秋を探検	 なるほど！医療講座／長者番付
学校へ行こう／都井小学校	 	 交流員レポート／A little bit of this and that

くしまのよかむんをお届けします
◎Ｐ４−５　よかむん味だより・冬の便第２特集

林業再生の活力源となる森林組合づくりを目指して
◎Ｐ２−３　南那珂森林組合と下川町森林組合が友好組合協定締結第１特集

「めごすり」怖いよ〜！！
大束地区・広野の伝統のお祭り「もぐらもち」。「めごすり」と子どもたちの訪れた家では、大人たちが
声を上げて笑い、小さな子どもたちはすこしだけ怖い思いをしたのでした。



た
り
と
、
と
こ
と
ん
環
境
に
優
し
い
、

驚
き
の
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
。

林
業
再
生
を
目
指
し
て

　

南
国
と
北
国
と
い
う
環
境
の
異
な

る
両
組
合
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
を
生
か
し
、
将
来
に
渡
り
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
交
流
を
図
り
信
頼
と

友
好
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
へ

の
社
会
的
、
文
化
的
、
経
済
的
に
貢

献
す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
全
国
の

林
業
再
生
の
活
力
源
と
な
る
森
林
組

合
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
こ
の
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
今
後
、
両
組
合

が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
な
が

ら
、
人
の
交
流
、
技
術
の
交
流
、
文

化
の
交
流
を
通
じ
お
互
い
を
高
め
合

い
、
日
本
の
林
業
を
再
生
、
活
性
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

組
合
員
は
約
７
千
人
、
年
間
取
扱

額
約
15
億
円
。
南
那
珂
地
域
の
森
林

面
積
は
約
６
万
５
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

温
暖
な
気
候
と
、
約
４
０
０
年
も
の

歴
史
を
持
つ
飫
肥
杉
を
主
体
と
し
た

豊
か
な
森
林
資
源
を
背
景
に
、
森
林

整
備
、
販
売
、
指
導
、
加
工
の
各
部

門
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
に
先
ん
じ
て
平
成
14

年
に
は
大
阪
府
森
林
組
合
と
友
好
組

合
の
協
定
を
交
わ
し
、
山
村
と
都
市

間
の
交
流
を
推
進
、
ま
た
、
バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
な
ど
の
木
質
資
源
の
推
進

な
ど
、
環
境
を
重
視
し
た
取
り
組
み

も
始
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
下
川
町
森
林
組
合
が
あ
る

下
川
町
は
、
北
海
道
の
北
部
に
位
置

す
る
人
口
約
３
、
７
０
０
人
の
町
。

町
の
総
面
積
は
６
万
４
千
ヘ
ク
タ
ー

　

串
間
市
に
本
所
を
置
く
南
那
珂
森

林
組
合
（
島
田
俊
光
組
合
長
）
が
北

海
道
の
下
川
町
森
林
組
合
（
山
下
邦

廣
組
合
長
）
と
友
好
組
合
協
定
を
締

結
。
９
月
２
日
に
北
海
道
下
川
町
林

業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
調
印

式
で
、
野
辺
修
光
串
間
市
長
と
安
斎

保
下
川
町
長
立
会
の
も
と
島
田
組
合

長
と
山
下
組
合
長
が
協
定
書
に
署
名
、

押
印
し
ま
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は
、
組
合
員
の
資
質

向
上
や
経
営
・
技
術
な
ど
の
情
報
交

換
、
両
地
域
の
加
工
品
・
特
産
品
な

ど
の
販
路
拡
大
な
ど
を
目
的
に
、

・�

森
林
組
合
員
、
役
職
員
の
相
互
の

交
流

・�

組
合
相
互
の
持
つ
経
営･

技
術
な

ど
の
情
報
交
換

・�

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
た

交
流

・�

木
材
の
利
用
お
よ
び
特
産
品
な
ど

の
販
売

・�

季
節
に
よ
る
組
合
相
互
事
業
の
交

流
・�

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
環
境
に

関
す
る
情
報
・
技
術
の
交
流

以
上
、
６
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

南
那
珂
森
林
組
合
と

下
川
町
森
林
組
合

　

南
那
珂
森
林
組
合
は
平
成
13
年
10

月
１
日
に
串
間
市
森
林
組
合
と
日
南

地
区
森
林
組
合
（
当
時
１
市
２
町
）

が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。　

ル
で
、
そ
の
約
９
割
を
山
林
が
占
め

て
い
ま
す
。
年
間
の
最
高
気
温
は
約

30
℃
、
最
低
気
温
が
約
マ
イ
ナ
ス

30
℃
と
、
年
間
の
温
度
差
が
約
60
℃

に
ま
で
達
し
、
11
月
中
旬
か
ら
４
月

中
旬
ま
で
雪
が
降
る
北
海
道
特
有
の

冬
が
長
く
夏
が
短
い
地
域
で
す
。
下

川
町
で
は
森
林
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
、
林
業
・

林
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
で
地
域

経
済
、
社
会
全
体
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

下
川
町
森
林
組
合
は
組
合
員
約
３

４
０
人
、
年
間
取
扱
額
約
10
億
円
。

こ
の
地
域
で
生
産
さ
れ
る
の
は
お
も

に
カ
ラ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
な
ど
。
Ｆ

Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
の
理
念
に
基
づ
く
循

環
型
林
業
経
営
を
柱
に
、
町
唯
一

の
資
源
で
あ
る
森
林
を
守
り
続
け
て

い
ま
す
。
森
を
育
て
、
産
出
さ
れ
る

木
材
の
販
売
、
小
径
木
、
低
質
材
の

付
加
価
値
を
付
け
る
加
工
事
業
に
取

り
組
み
、「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
」
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
ま

た
南
那
珂
森
林
組
合
同
様
、
バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
の
取
り
組
み
も
い
ち
早
く

始
め
て
い
ま
す
。

　

下
川
町
森
林
組
合
が
取
り
組
ん
で

い
る
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
」。
こ
れ
は
森
か
ら
切
り
出
し
た

木
材
を
幹
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
枝

や
葉
、
加
工
す
る
際
に
出
る
オ
ガ
コ

ま
で
も
利
用
し
、
１
本
の
木
材
を
無

駄
な
く
使
っ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
。

間
伐
材
を
使
っ
て
木
炭
を
製
造
す
る

過
程
で
発
生
す
る
木
酢
で
円
柱
木
材

を
煮
沸
処
理
し
た
り
、
同
じ
く
そ
の

排
煙
を
利
用
し
て
燻く

ん

煙え
ん

木
材
を
作
っ

串
間
市
に
本
所
を
置
く
南
那
珂
森
林
組
合
と
北
海
道
の
下
川
町

森
林
組
合
が
友
好
組
合
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
、
都
道
府
県
を
越
え
た
交
流
で
、「
全
国
の
林
業
再
生
の
活

力
源
と
な
る
森
林
組
合
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

林
業
再
生
の

活
力
源
と
な
る

森
林
組
合
づ
く
り
を

目
指
し
て

宮崎県串間市

北海道下川町

林業界は「環境に配慮した持続性」「森林の多
面的な機能の発揮」という新しい流れに変わっ
て来ました。このような中、北国と南国という
環境の異なる両組合が、それぞれ地域の特性
を生かしさまざまな分野で交流を図り、信頼と
友好の絆を深めていきたいと考えています。お
互いに活発に活動することで両組合のさらなる
発展につながると確信しています。

代表理事組合長

山
や ま

 下
し た

  邦
く に

 廣
ひ ろ

さん

北
海
道

下
川
町
森
林
組
合

環境に配慮した取り組みに積極的な下川町森
林組合が確立しているゼロエミッション・シス
テムは、ぜひ取り入れていきたいと考えていま
す。また、北と南の環境の違いを生かした事業
配分やグリーンツーリズムにも取り組み、今後、
人材や技術の交流を積極的に進めながら、そ
れぞれの持つノウハウを提供し合い、お互い発
展していきたいと考えています。

代表理事組合長

島
し ま

 田
だ

  俊
と し

 光
み つ

さん

宮
崎
県

南
那
珂
森
林
組
合

下川町に広がる森林
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幸こ

う

島じ

ま

セ
ッ
ト

よ
か
む
ん
味
だ
よ
り大

好
評
受
付
中
。

〜

冬
の
便
〜

毎
年
恒
例
の｢

串
間
の
よ
か
む
ん
味
だ
よ

り
・
冬
の
便｣

の
申
し
込
み
受
け
付
け
を

始
め
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
串
間
の
香
り
と
思
い
出

を
詰
め
込
ん
だ｢

味
だ
よ
り｣

。
遠
く
離
れ
た
あ

の
方
へ
お
届
け
し
ま
せ
ん
か

―
。

　

今
冬
は
４
つ
の
セ
ッ
ト
を
ご
用
意
。お
歳
暮
に
、

お
礼
代
わ
り
に
、
そ
し
て
季
節
の
お
便
り
に
、
幅

広
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

料
金
＝
１
箱
５
、
５
０
０
円
（
税
・
送
料
込
み
）

●�

注
文
方
法
＝
商
工
会
議
所
、
市
役
所
（
総
合
政

策
課
）、
各
支
所
、「
岬
の
駅
」
都
井
岬
に
備
え

付
け
て
あ
る
注
文
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
お
持
ち
い
た
だ
く
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
締
切
＝
11
月
26
日
（
金
）
た
だ
し
、各
セ
ッ

ト
１
５
０
個
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●�

発
送
日
＝
12
月
３
日
（
金
）

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
商
工
会
議
所
内

串
間
市
地
場
産
業
振
興
対
策
協
議
会
〒
８
８
８

︱
０
０
０
１
宮
崎
県
串
間
市
大
字
西
方
５
６
５

７
☎
72
︱
０
２
５
４
、
72
︱
０
５
０
６
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
72
︱
０
５
０
６

串
間
の
特
産
品

・
お
茶
　
・
か
つ
お
み
そ

・
ひ
む
か
寿
赤
芋
仕
込
み

・
マ
リ
ー
の
万
能
ご
ま
だ
れ

・
ち
り
め
ん
　
・
中
巻
か
ま
ぼ
こ

・
地
鶏
く
ん
せ
い

・
お
い
も
ち
ゃ
ん
、
イ
モ
リ
ン
モ
ン
ロ
ー

・
ヤ
マ
マ
ツ
ス
タ
ミ
ナ
つ
け
て
み
そ

・
大
納
言
し
ぐ
れ

・
そ
の
ま
ん
ま
い
わ
し
君

個
性
的
な
特
産
品
を

た
く
さ
ん
詰
め
合
わ
せ
ま
し
た
。

毎
日
の
食
卓
を

明
る
く
し
て
く
れ
る
セ
ッ
ト
で
す
。

幸こ

う

島じ

ま

セ
ッ
ト

・
お
茶
　
・
寿
い
も

・
松
露
　
・
あ
く
ま
き

・
南
の
香
り
　
・
ち
り
め
ん

・
青
じ
そ
か
ま
ぼ
こ

・
手
作
り
み
そ

・
真
心
芋
せ
ん
べ
い

・
焼
き
ド
ー
ナ
ツ
（
プ
レ
ー
ン
・
抹
茶
・
チ
ョ
コ
）

・
地
鶏
炭
火
焼

旬
な
も
の
か
ら

懐
か
し
い
も
の
ま
で
を

一
つ
に
詰
め
合
わ
せ
ま
し
た
。

昔
を
思
い
出
す
味
、
新
し
い
味
を

感
じ
ら
れ
る
セ
ッ
ト
で
す
。

恋こ

い

ヶが

浦う

ら

セ
ッ
ト

・
お
茶
　
・
寿
い
も

・
グ
ァ
バ
ド
リ
ン
ク
　
・
も
ち
米

・
オ
ク
ラ
の
ま
る
き
漬

・
あ
ま
酒

・
う
ず
巻
か
ま
ぼ
こ

・一
口
串
間
あ
げ

・
松
尾
の
無
添
加
合
わ
せ
み
そ

・
い
り
こ
餅
　
・
け
せ
ん
団
子

季
節
感
を
感
じ
ら
れ
る
商
品
を

豊
富
に
詰
め
合
わ
せ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
味
を
存
分
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
セ
ッ
ト
で
す
。

都と

井い

岬み

さ

き

セ
ッ
ト

・
お
茶

・
カ
マ
ス
開
き

・
ウ
ル
メ
一
夜
干

・
イ
カ
ミ
リ
ン

・
ア
ジ
素
干

・
ア
ジ
み
り
ん

・
宮
崎
牛
餃
子

・
豚
バ
ラ
、
ロ
ー
ス
味
噌
漬
セ
ッ
ト

・
ポ
テ
セ
レ
ブ

地
元
の
海
産
物
を
中
心
に

詰
め
合
わ
せ
ま
し
た
。

お
魚
・
お
肉
両
方
好
き
な
方
に
は

た
ま
ら
な
い
セ
ッ
ト
で
す
。

黄
金
の
瀬
セ
ッ
ト

都と

井い

岬み

さ

き

セ
ッ
ト

黄
金
の
瀬
セ
ッ
ト

恋こ

い

ヶが

浦う

ら

セ
ッ
ト

松露
芋の香りが深
くトロッとし
た口あたりの
良 い 焼 酎 で
す。／松露酒
造㈱／360㎖

ひむか寿
赤芋仕込み
串間特産の赤芋
（宮崎紅）を原料
とした本格芋焼
酎。／寿海酒造
㈱／360㎖

あくまき
昔から保存食用団子とし
て親しまれ、食感が年齢を
問わず好かれています。／
串間農産加工グループ／
350g

手作りみそ
国産の麦・大豆・米に
塩は最上質の磯塩を
使ったおみそです。／
井上味噌／1kg

カマス開き
脂ののったカマスをこだわりの塩で
味付け。カマスのうまみを引き出し
ました。／かなき水産㈲／３尾

ポテセレブ
串間特産の寿甘しょを黒ゴマとカ
スタードで上品に仕上げました。
／玉味製菓㈲／４個入

ウルメ一夜干
地どれの脂ののった
ウルメを丸干し。
フライパンで
軽くあぶって
お召し上がり
ください。
／かなき水産㈲
／13尾

アジみりん
国産の脂ののった青アジを手開
きし、地元串間のおしょうゆを
使った秘伝のたれに漬け込み干
し仕上げました。／㈲内野水産／
4枚

マリーの
万能ごまだれ
いりごまと、ねりご
まをたっぷり使った
まろやかな味です。
／たいき食品／300
㎖

地鶏くんせい
桜の木でくん煙した風味の
ある自家製の地鶏くんせいで
す。／権代ファーム／85ｇ

大納言しぐれ
小豆と米粉、山芋、砂糖、塩
のみを使用。さっぱりとした
上品な甘さに仕上げました。
／山下製菓堂／1パック

お茶
一番茶限定使用。/西谷・川島・
美茶樹・葉香園／1袋80ｇ

おいもちゃん・イモリンモンロー
串間特産の寿甘しょで作ったおいもちゃん。皮
に見立てた部分は紫芋を使いました。同じく甘
しょを使ったイモリ
ンモンローは香ば
しいアーモンドと
ソフトなパイ生地
で仕上げました。
／玉味製菓㈲
／5個入

ちりめん
ちりめんを赤穂の塩
のみで味つけして、
天日干ししました。
／猪塚水産／100ｇ

寿いも
串間特産甘藷「宮崎紅」、焼
いても、揚げてもおいしい。/
㈱串間青果地方卸売
市場／700ｇ

もち米
宮崎県産のもち米を使用。
／江藤米穀店／１㎏

一口串間あげ
串間を代表する特産
品。一口サイズで手軽
に食べられます。／内
野蒲鉾店／12個入

オクラの
まるき漬
朝どれの新鮮なオク
ラを塩漬けにして刺
身しょうゆと煮込ん
で漬け込みました。
／まるき商店／1
パック

松尾の無添加
合わせみそ
国産麦、串間産の米、県産大豆
を使用し、香味豊かな無添加あ
わせみそです。／松尾醸造場／
1kg

うず巻かまぼこ
新鮮素材、厳選魚肉で作りまし
た。歯ごたえと魚の旨味が自慢
です。／内野蒲鉾店／中１本

あま酒
宮崎県産もち米と米こうじで
おいしく作りました。／江藤
米穀店／250g

けせん団子
ニッキの葉の香りがする、昔な
つかしいお団子です。／ミドリ
ヤ菓子舗／8個入

お茶
一番茶限定使用。/西谷・川島・
美茶樹・葉香園／1袋80ｇ

いりこ餅
炒った米の粉と砂糖で練
り上げたいりこ餅です。
／山下製菓堂／1パック

グァバ
ドリンク
桃を思わせる
ソフトでまろ
やかな味です。
／宮崎果汁㈱
／720㎖

よかむん味だより

お
届
け
し
ま
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
人
へ

串
間
の
よ
か
む
ん
を

〜冬の便〜

かつおみそ
手づくりみそを油を使わずカツ
オとあわせて煮込みました。隠
し味はハチミツ。/まるき商店
/230g

ヤママツ
スタミナ
つけてみそ
いためて、焼い
て、つけて良し。
生野菜、焼肉、ご
飯、何にでも合
います。／松尾
醸造場／300g

そのまんまいわし君
都井岬どれのイワシを骨
ごと使用。／たいき食品／
65g

中巻かまぼこ
歯ごたえと魚の旨味が自
慢です。／マルケイ川畑
蒲鉾店／280ｇ

寿いも
串間特産甘藷「宮崎紅」、焼
いても、揚げてもおいしい。/
㈱串間青果地方卸売
市場／700ｇ

ちりめん
ちりめんを赤穂の塩のみ
で味つけして、天日干し
しました。／猪塚水産／
100ｇ

南の香り
深みのある光
沢と強い粘り
が特徴の串間
産100％のサ
キヒカリです。
／松田農産／
２㎏

焼きドーナツ
（プレーン・抹茶・チョコ）
油で揚げないヘルシーなドー
ナツです。／ミドリヤ菓子舗
／3個入

地鶏炭火焼
柔らかくてジューシーな”手
作り炭火焼”です。／権代
ファーム／100ｇ

お茶
一番茶限定使用。/西谷・川島・
美茶樹・葉香園／1袋80ｇ

イカミリン
国産のスルメイカを一枚一枚手開きし、
地元のおしょうゆを当社独自の
秘伝のたれに漬け込み
干し仕上げました。
／㈲内野水産／１枚

アジ素干
串間でとれた新鮮な
アジをそのまま干す
ことでアジの旨み
を凝縮させました。
／かなき水産㈲
／300g

宮崎牛餃子
宮崎牛100％使用。ミンチ1：カッ
ト肉2の割合で作った餃子。／餃
子専門店あんなん／16個入

豚バラ・ロース味噌漬セット
そのまま焼くだけ、特に野菜といっ
しょに炒めると最高です。　／餃子
専門店あんなん／豚バラ120ｇ・豚
ロース100ｇ

お茶
一番茶限定使用。/西谷・川島・
美茶樹・葉香園／1袋80ｇ

青じそかまぼこ
青ジソのさわやかさが魚肉
の味を引き立てます。／マ
ルケイ川畑蒲鉾店／250g

真心芋せんべい
日本一のヤマダイ甘しょを
ベースにつくりました。
丸ごと輪切りの生芋を
丹精こめて焼き上げて
います。／串間
農産加工グルー
プ／18枚入
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THE SLOW LIFE

生活
の名人

THE SLOW FOOD

Signboard

ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
を
守
る
パ
ー
ク
レ
ン

ジ
ャ
ー
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

さ
せ
る
制
服
に
身
を
包
ん

だ
15
人
の
男
女
。
８
月
27
日
に
「
岬
の
駅
」
都
井

岬
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
岬
の
駅
観
光
案
内
所
」

の
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
都
井
岬
を
訪
れ
た
観
光
客
へ

の
観
光
ガ
イ
ド
や
乗
馬
体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
職
種
に
就
い
て
い
た
ス
タ
ッ
フ

た
ち
で
す
が
、
案
内
所
オ
ー
プ
ン
を
前
に
ガ
イ
ド

や
乗
馬
を
猛
勉
強
。
今
で
は
全
員
が
ほ
ぼ
同
じ
レ

ベ
ル
で
仕
事
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

観
光
ガ
イ
ド
（
現
在
は
無
料
実
施
）
で
は
、
小

松
ケ
丘
や
扇
山
だ
け
で
な
く
御
崎
神
社
や
都
井
岬

灯
台
ま
で
も
案
内
。
岬
に
生
き
る
植
物
や
野
鳥
な

ど
、
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し

た
ガ
イ
ド
で
好
評
で
す
。
ま
た
、
岬
の
駅
横
に
あ

る
パ
ド
ッ
ク
で
は
、
天
然
記
念
物
か
ら
外
れ
た
御

崎
馬
の
乗
馬
体
験
（
５
０
０
円
・
火
曜
日
は
休
み
）

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
で
す
。

　
「
温
か
い
気
持
ち
と
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

こ
と
が
一
番
の
幸
せ
。
大
自
然
の
中
で
仕
事
が
で

き
る
喜
び
を
感
じ
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
、
協
力
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
原
田
天た

か
し

所
長
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
一
度
、
案
内
所
ス
タ
ッ
フ
の
ガ
イ
ド
を
体

験
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
都
井

岬
の
魅
力
を
発
見
で
き
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

温かい気持ちと笑顔がモットー。
お客さんに喜んでもらえることが
一番の幸せです。

岬の駅観光案内所スタッフ

パドックでの乗馬体験。御崎馬と触れ合う貴重な体験ができる。

【
し
し
と
う
】

　

こ
の
よ
う
に
、
し
し
と
う
は
育
て
る
の
に
手
が

か
か
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
後
は
、
手

を
か
け
な
く
て
も
ど
ん
ど
ん
成
長
し
、
植
え
て
か

ら
２
カ
月
ほ
ど
で
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
一
度
成
長
す
れ
ば
何
度
も
収
穫
で
き
る

の
も
特
徴
で
す
。
た
だ
、
実
が
大
き
く
な
る
の
も

早
い
の
で
、
食
べ
ご
ろ
の
大
き
さ
で
収
穫
す
る
よ

う
気
を
つ
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

美
代
子
さ
ん
は
「
５
〜
６
㎝
が
食
べ
ご
ろ
だ
け

ど
、
大
き
さ
の
調
整
が
難
し
い
で
す
ね
。
そ
こ
が

一
番
気
を
使
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
霜
が
降
り

る
と
枯
れ
て
し
ま
う
た
め
、
収
穫
で
き
る
の
は
11

月
ぐ
ら
い
ま
で
で
す
。

　

美
代
子
さ
ん
は
「
今
で
は
し
し
と
う
作
り
は
生

活
の
一
部
。
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
」
と
笑
っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

美み

代よ

子こ

さ
ん
が

育
て
た

ピ
リ
ッ
と
し
た
小
気
味
よ
い
辛
さ
が
味
わ
え

る
し
し
と
う
。
大
束
地
区
・
広
野
に
お
住

ま
い
の
津
曲
美
代
子
さ
ん
（
78
歳
）
は
、
自
宅
の

畑
で
し
し
と
う
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

美
代
子
さ
ん
が
し
し
と
う
作
り
を
始
め
た
の
は

５
年
前
。
地
元
の
Ｊ
Ａ
か
ら
の
薦
め
が
き
っ
か
け

で
す
。「
以
前
は
、
し
し
と
う
は
ほ
と
ん
ど
食
べ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
栽
培
を
始
め
て
か

ら
は
す
っ
か
り
好
物
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
美

代
子
さ
ん
。
今
年
は
自
家
用
に
10
本
を
栽
培
。
今

で
は
、
し
し
と
う
作
り
は
毎
年
の
恒
例
行
事
で
す
。

　

し
し
と
う
作
り
は
５
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ま

ず
畑
に
う
ね
を
作
り
、
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
っ
て
あ
げ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
苗
が
大
き
く

な
る
前
に
網
で
周
り
を
囲
っ
て
あ
げ
る
こ
と
で
、

ま
っ
す
ぐ
成
長
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎材料
-----------------------------------------------
・ししとう…………………… 15本
・しょうゆ…………… 大さじ２杯
・みりん……………… 大さじ２杯
・酒…………………… 大さじ１杯
・さとう……………… 小さじ１杯

◎作り方
-----------------------------------------------
①�ししとうのへたを落とした後、２
つに切り種を取り出し、細切り
にする。

②�しょうゆ、みりん、酒、さとうを
混ぜ、たれを作る。

③ �たれと一緒にししとうをいため
る。

④ �小鉢などにもりつける。

ししとうの甘辛いため
いろいろな料理に合うししとうで
すが、美代子さんのお勧めの甘辛
いためでいただきます。

地
産

地
消

名称／ししとうがらし
とうがらしの甘味種。先端がライオンの頭に似てい
るので「獅子とうがらし」の名がついた。食べられ
ているものは熟さないうちに収穫されたもの。

[ Capsicum annum ]
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湾
岸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

力
作
が
そ
ろ
い
ま
し
た

　

志
布
志
湾
岸
地
域
（
串
間
市
、
志
布
志

市
、
大
崎
町
、
東
串
良
町
、
肝
付
町
）
の

魅
力
を
再
認
識
、
発
信
し
よ
う
と
開
催
さ

れ
た
志
布
志
湾
岸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト（
Ｔ

ｈ
ｅ
湾
岸
運
営
委
員
会
主
催
）
の
前
期
審

査
会
が
10
月
５
日
開
催
さ
れ
、
入
賞
作
品

10
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。
応
募
作
品
は
志

布
志
湾
岸
地
域
の
風
景
を
撮
影
し
た
も

の
。
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
を
前
に
審
査
委

員
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
審
査
し
て
い
ま

し
た
。
な
お
、
後
期
作
品
受
け
付
け
は
来

年
３
月
末
ま
で
。
入
賞
者
の
う
ち
宮
崎
県

関
係
者
は
次
の
通
り
で
す（
敬
称
略
）。【
写

真
王
部
門
】
串
間
賞
＝
日
高
廣
志
（
串
間

市
）
△
東
串
良
賞
＝
山
口
英
明
（
都
城
市
）

まちの話題

The topic of the town

九
州
自
動
車
道
整
備
へ

団
結
し
て
ガ
ン
バ
ロ
ー

　

10
月
６
日
、
東
九
州
自
動
車
道
建
設
促

進
日
南
・
串
間
地
区
総
決
起
大
会
が
串
間

市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１

部
の
講
演
で
は
渡
辺
学
県
高
速
道
対
策
局

長
が
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要

性
を
強
調
。
決
起
集
会
で
は
串
間
・
日
南
・

志
布
志
市
民
各
１
人
が
「
地
方
は
道
路
整

備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
で
不
利
益
を
被
っ

て
い
る
。
枠
を
超
え
て
手
を
取
り
合
い
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
訴
え

ま
し
た
。
最
後
に
「
清
武
〜
日
南
間
」
の

早
期
完
成
、「
日
南
〜
串
間
〜
志
布
志
間
」

の
整
備
計
画
早
期
策
定
な
ど
５
項
目
の
大

会
決
議
を
採
択
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
安
心
目
指
し

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　

地
域
の
安
全
は
助
け
合
い
に
よ
り
自
分

た
ち
の
手
で
守
ろ
う
と
、
10
月
12
日
、
大

束
地
区
の
上
新
町
・
中
新
町
・
下
新
町
自

治
会
が
３
自
治
会
合
同
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
３
自
治
会
は
平

成
21
年
４
月
1
日
か
ら
３
年
間
、
串
間
市

の
「
地
域
の
安
全
・
安
心
活
動
推
進
モ
デ

ル
地
区
」
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
防
犯

の
ぼ
り
を
立
て
た
り
、
商
店
前
で
チ
ラ
シ

を
配
布
し
た
り
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
防

犯
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
日
は
３
班
に
分
か
れ
地
域
内
の

高
齢
者
宅
を
訪
問
。
戸
締
り
や
鍵
か
け
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配

布
し
防
犯
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

も
し
も
の
時
に
備
え
て

津
波
防
災
訓
練
を
実
施

　

地
震
・
津
波
災
害
の
発
生
に
備
え
よ
う

と
10
月
17
日
、
都
井
地
区
・
立
宇
津
（
井
手

宜よ
し

富と
み

自
治
会
長
・
61
戸
）
で
大
規
模
津
波

防
災
総
合
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訓
練
は
和
歌
山
県
南
方
沖
で
Ｍ
８
・
６

の
地
震
が
発
生
、「
大
津
波
」
の
津
波
警

報
が
出
た
と
い
う
想
定
。
避
難
が
指
示
さ

れ
る
と
、
住
民
た
ち
は
地
元
消
防
団
員
な

ど
の
誘
導
に
よ
り
速
や
か
に
高
台
に
避
難

を
完
了
。
そ
の
後
消
火
栓
や
消
化
器
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
訓
練
な
ど
も
行
い
ま
し

た
。
井
手
自
治
会
長
は
「
若
い
人
が
漁
に

出
て
、
高
齢
者
だ
け
が
家
に
残
っ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
今
回
の
訓
練
を
も
し
も
の

時
に
生
か
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

五
穀
豊
穣
無
病
息
災
願
う

古
式
十
五
夜
柱
松「
火
祭
」

　

10
月
17
日
、
市
木
地
区
・
八
ケ
谷
の
岩

折
神
社
前
で
、
五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を

願
い
古
式
十
五
夜
柱
松
「
火
祭
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
「
子
供
柱
松
」。
市
木

小
の
児
童
が
高
学
年
と
低
学
年
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
８
ｍ
と
６
ｍ
の
柱
松
を
自
分
た

ち
の
手
で
建
立
。
柱
松
の
先
に
あ
る
カ
ゴ

を
め
が
け
、
ゴ
ム
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
手
松

を
投
げ
込
む
と
約
５
分
で
命
中
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
柱
松
で
は
、
高
さ

約
18
ｍ
の
柱
松
の
先
に
あ
る
的
を
め
が
け

「
ヨ
ー
イ
ト
ナ
、
ト
ー
ン
ト
ナ
」
の
掛
け
声

と
と
も
に
手
松
が
次
々
と
投
げ
ら
れ
ま
し

た
。
夜
空
に
描
か
れ
る
幻
想
的
な
光
景
に

訪
れ
た
人
た
ち
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
勢
で
の
授
業
は
面
白
い

小
中
連
携
の
合
同
学
習
会

　

10
月
６
日
、
北
方
小
学
校
と
秋
山
小
学

校
の
５
・
６
年
生
児
童
が
北
方
中
学
校
を

訪
れ
、
小
中
連
携
集
合
学
習
会
を
行
い
ま

し
た
。
小
中
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

中
学
校
進
学
時
に
授
業
な
ど
に
な
じ
め
な

く
な
る
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
予
防
が
目

的
。
ま
た
中
学
校
で
学
習
す
る
こ
と
で
中

学
校
の
先
生
が
授
業
に
入
り
や
す
く
、
児

童
た
ち
が
多
く
の
教
科
を
学
習
で
き
る
と

い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。
秋
山
小
学
校
た

だ
一
人
の
５
年
生
近
藤
雄
太
く
ん
は
「
今

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
大
勢
で

勉
強
す
る
の
は
楽
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
集
合
学
習
会
は
今
後
も
継
続

し
、
教
科
も
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

結
婚
50
年
の
節
目「
金
婚
」

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

結
婚
50
年
の
節
目
を
祝
う
金
婚
記
念
祝

賀
会
が
10
月
13
日
、
串
間
市
文
化
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
市
内
で
金
婚
を
迎

え
ら
れ
た
の
は
１
０
５
組
。
祝
賀
会
に
は

そ
の
う
ち
62
組
が
出
席
し
ま
し
た
。　

　

会
で
は
「
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ

れ
、
市
の
発
展
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

た
い
」
と
野
辺
市
長
が
あ
い
さ
つ
。
出
席

者
を
代
表
し
福
島
地
区
の
若
松
雄ゆ

う

朗ろ
う

さ
ん
、

良り
ょ
う

子こ

さ
ん
夫
妻
が
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
同
じ
く
福
島
地
区
の
久ひ

さ

長な
が

達た
つ

朗ろ
う

さ

ん
、
美み

智ち

子こ

さ
ん
夫
妻
が
「
夫
婦
一
心
同

体
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
。
さ
ら
に

健
康
に
留
意
し
て
市
政
発
展
の
た
め
に
尽

く
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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林道を上りきると開通記念碑がある。

も
植
え
ら
れ
て
い
て
、
季
節
ご
と
に

美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
モ
ミ
ジ
や
ア
ジ
サ
イ
な
ど
は
、

「
広
野
歩
こ
う
会
」の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
植
栽
す
る

だ
け
で
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
手
入
れ

を
行
い
、
美
し
い
林
道
が
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

毎
年
６
月
に
開
催
し
て
い
る
ア
ジ

サ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
市
内
外
か

　　　　　　　　　　　　　　　
◎串間の秋を探検

あ
そ
ぼ
う
。

　

　
　
　
　

�

くしまを

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
景
色
を
探
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
こ
の
林
道
に
は
モ
ミ
ジ
の
ほ

か
に
も
、
ア
ジ
サ
イ
や
彼
岸
花
な
ど

　

夏
の
よ
う
な
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
涼

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
串
間
の
山
に
も
秋

の
気
配
が
訪
れ
る
季
節
で
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、「
ふ
る
さ
と
林
道
小
布

瀬
〜
風
野
線
」
の
モ
ミ
ジ
を
紹
介
し

ま
す
。

ふ
る
さ
と
林
道
の
モ
ミ
ジ

　
「
ふ
る
さ
と
林
道
小
布
瀬
〜
風
野

線
」
は
、
大
束
地
区
・
風
野
に
あ
る

串
間
市
と
日
南
市
を
結
ぶ
林
道
で
す
。

林
道
沿
い
約
２
㎞
に
わ
た
っ
て
モ
ミ

ジ
が
植
え
ら
れ
、
色
鮮
や
か
な
景
色

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

車
か
ら
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
、
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
モ
ミ
ジ
を
楽

し
ん
で
い
る
人
も
見
か
け
ま
す
が
、

せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、
こ
こ

は
林
道
を
ゆ
っ
く
り
散
歩
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
林
道
は
ゆ
る
や
か
な
坂

道
が
続
い
て
い
る
の
で
、
適
度
な
運

動
を
し
な
が
ら
景
色
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
小
さ
な
子
ど
も
や
お
年
寄

り
の
方
で
も
無
理
な
く
歩
け
ま
す
。

　

林
道
を
上
り
き
る
と
、
開
通
記
念

碑
の
前
に
小
さ
な
広
場
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
一
休
み
。
お
昼
ご
は
ん
を
食

べ
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　

下
り
の
道
で
は
、
上
り
で
は
見
る

ら
参
加
者
が
訪
れ
る
串
間
を
代
表
す

る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
有
名
で
す
。

葉
が
赤
く
な
る
理
由
は
？

　

皆
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
葉
が
赤
く

な
る
か
ご
存
じ
で
す
か
？

　

葉
が
赤
く
な
る
こ
ろ
、
そ
の
中
で

は
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。

枝
と
葉
の
間
に
、
離
層
と
い
う
水
分

を
通
し
に
く
い
層
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
葉
に
栄
養
が
流
れ
に
く

く
な
り
、
光
合
成
を
行
う
葉
緑
素
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
葉
緑
素
は
葉
の

緑
色
の
色
素
で
あ
る
た
め
、
緑
色
が

薄
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
と

き
、
葉
の
中
に
カ
ロ
テ
ン
と
い
う
黄

色
の
色
素
が
も
と
も
と
多
い
葉
は
黄

色
に
変
化
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
葉
の
中
に
残
っ
て
い
る

ブ
ド
ウ
糖
な
ど
の
糖
分
と
、
光
合
成

の
影
響
に
よ
り
葉
の
中
で
は
新
し
い

色
素
が
作
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン
と
い
う
赤
い
色
素
で
、

モ
ミ
ジ
の
赤
い
色
の
正
体
で
す
。
こ

の
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
、
寒
く
な
る

と
多
く
作
ら
れ
る
一
方
、
葉
緑
素
は

寒
さ
が
強
ま
る
と
ど
ん
ど
ん
少
な
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
日

中
の
空
気
が
乾
燥
し
て
冷
え
こ
ん
だ
、

よ
く
晴
れ
た
日
の
夕
方
は
鮮
や
か
な

モ
ミ
ジ
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　

こ
の
秋
は
、「
ふ
る
さ
と
林
道
小

布
瀬
〜
風
野
線
」
で
鮮
や
か
に
色
付

い
た
モ
ミ
ジ
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

串間のモミジを楽しもう

「ふるさと林道小布瀬〜風野線」。これから紅葉を迎える。

市 政 ニ ュ ー ス
　

平
成
19
年
６
月
に
「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
が
公
布
、
平
成
21
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
地

方
公
共
団
体
財
政
の
健
全
性
に
関
す

る
比
率
の
公
表
の
制
度
を
設
け
、
こ

の
比
率
に
応
じ
て
地
方
公
共
団
体
が

財
政
の
早
期
健
全
化
お
よ
び
財
政
の

再
生
並
び
に
公
営
企
業
の
経
営
の
健

全
化
を
図
る
た
め
の
計
画
を
策
定
す

る
制
度
を
定
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

公
表
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
、
次

の
５
つ
の
比
率
で
す
。

⑴�

実
質
赤
字
比
率
＝
一
般
会
計
（
普

通
会
計
を
構
成
す
る
会
計
）
な
ど

の
実
質
的
な
赤
字
額
が
、
標
準
的

な
収
入
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
の

割
合
に
な
る
の
か
を
示
し
ま
す
。

⑵�

連
結
実
質
赤
字
比
率
＝
全
会
計
の

実
質
的
な
赤
字
額
が
、
標
準
的
な

収
入
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
の
割

合
に
な
る
の
か
を
示
し
ま
す
。

⑶�

実
質
公
債
費
比
率
＝
一
般
会
計
な

ど
の
実
質
的
な
借
入
金
の
返
済
額

が
、
標
準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど

の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
を

示
し
ま
す
。

⑷�

将
来
負
担
比
率
＝
一
般
会
計
な
ど

が
抱
え
る
実
質
的
な
負
債
の
残
高

が
、
標
準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど

の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
を

示
し
ま
す
。

以
上
の
⑴
か
ら
⑷
ま
で
の
比
率
を

串
間
市
の

健
全
化
判
断
比
率
等
を
公
表
し
ま
す
。

■�

平
成
21
年
度
の
決
算
に
基
づ
き
、
串
間
市
の
健
全
化
判
断
比
率
等
を
算
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
言
い
ま
す
。

⑸�

資
金
不
足
比
率
＝
各
公
営
企
業
の

資
金
不
足
額
が
、
事
業
の
規
模
に

対
し
て
ど
の
く
ら
い
の
割
合
に
な

る
の
か
を
示
し
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
１
つ

で
も
早
期
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ

た
場
合
は
財
政
健
全
化
計
画
を
、
ま

た
、
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
経
営
健

全
化
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
が
早
期
健
全
化
の
状
態
よ
り
も
さ

ら
に
悪
化
し
、
健
全
化
判
断
比
率
の

う
ち
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
の
い

ず
れ
か
が
、
財
政
再
生
基
準
以
上
と

な
っ
た
場
合
は
、
財
政
再
生
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
基
づ
き
算
定
さ
れ

た
串
間
市
の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ

び
資
金
不
足
比
率
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。
い
ず
れ
の
比
率
も
基
準
内

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
さ
ら

な
る
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

■健全化判断比率
比率の名称 串間市 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 − 14.11％ 20.00％

連結実質赤字比率 − 19.11％ 40.00％

実質公債費比率 13.5％ 25.0％ 35.0％

将 来 負 担 比 率 71.0％ 350.0％

※�「実質赤字比率」と「連結実質赤字比率」の「－」は、実質赤字額および連結実質赤字
額がないことを示しています。

■資金不足比率
特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

串 間 市 水 道 事 業 会 計 − 20.0％

串 間 市 民 病 院 事 業 会 計 − 20.0％

串 間 市 簡 易 水 道 特 別 会 計 − 20.0％

串間市農業集落排水事業特別会計 − 20.0％

串間市公共下水道事業特別会計 − 20.0％

串間市漁業集落排水事業特別会計 − 20.0％

※各会計の資金不足比率の「－」は、資金不足額がないことを示しています。

1011	| Kushima City Public Relations, 2010.11, Japan



information

＊短歌、俳句の投稿は
■短歌  坂本不二子さん（☎72-4602）
■俳句  本田　幾男さん（☎72-5280）

うたごよみ

桂　

原
：
淵　

脇　

桂　

子

上
小
路
：
吉　

開　

美　

穂

西
小
路
：
矢　

野　

笛　

美

上
中
園
：
鍋　

倉　

文　

子

堂　

園
：
吉　

田　

良　

子

虫
送
り
を
語
り
し
祖
母
や
三
回
忌

し
み
じ
み
と
独
り
の
煮
炊
き
衣
被

名
月
を
背
に
し
て
食は

め
る
己
が
影

白
み
ゆ
く
寺
領
の
朝
茶
鐘
ひ
び
く

木
守
柿
安
ら
ぎ
を
日
々
確
か
め
て

八
ヶ
谷
：
川　

崎　

永　

伯

仲　

町
：
木　

島　

幸　

子

仲　

町
：
原　
　
　

里　

歌

仲　

町
：
矢　

野　

欽　

子

上
小
路
：
本　

田　

幾　

男

[

短 

歌]

串
間
短
歌
会
選

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

夏
は
蝉
、
秋
に
は
老
い
木
の
熟
し
柿
幼
き
こ
ろ
の
庭
の
思
い
出

戻
り
来
て
家
業
を
継
ぐ
と
う
若
者
の
額
に
ふ
き
出
す
汗
の
さ
わ
や
か

聞
き
な
れ
た
声
だ
と
思
い
振
返
る
矢
張
り
彼
女
だ
笑
顔
が
き
れ
い

待
つ
と
ふ
は
明
日
に
心
を
つ
な
ぐ
こ
と
庭
に
ぽ
つ
ぽ
つ
彼
岸
花
咲
く

九
月
よ
り
転
入
の
孫
不
安
な
く
は
つ
ら
つ
と
し
て
運
動
会
終
ふ

毎
月
１
日
に
発
行
し
て
い
る
「
広
報
く

し
ま
」。
遠
方
に
お
住
ま
い
の
親し

ん

戚せ
き

や�

友
人
な
ど
に
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
送
り
先
へ
毎
月
、

「
広
報
く
し
ま
」
を
お
届
け
す
る
「
広
報
く
し�

ま
郵
送
サ
ー
ビ
ス
」。
来
年
発
行
分
の
郵
送
受�

け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は

今
年
で
９
年
目
を
迎
え
、
現
在
は
市
外
は
も

と
よ
り
、
県
外
の
方
に
も
広
く
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
外
や
県
外
へ
進
学
、
ま
た
は
就
職
し
た

ご
家
族
や
ご
友
人
へ
、
郷
里
か
ら
の
便
り
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、「
串
間

市
が
大
好
き
。
自
分
で
読
み
た
い
」
と
い
う�

ご
本
人
か
ら
の
申
し
込
み
も
大
歓
迎
で
す
。

◎�

送
付
内
容
＝
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
く
し

ま
１
年
分
（
平
成
23
年
１
月
１
日
号
か
ら

12
月
１
日
号
ま
で
）

◎�

料
金
＝
郵
送
料
と
し
て
１
４
０
円
切
手
×

10
枚
、
１
８
０
円
分
の
切
手
×
２
回
分

※
必
ず
こ
の
よ
う
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

　

�

（
年
２
回
は
増
ペ
ー
ジ
を
予
定
し
て
い
る

た
め
、
送
料
が
増
額
と
な
り
ま
す
）

◎�

申
込
方
法
＝
次
の
必
要
事
項
を
明
記
し
、

切
手
を
同
封
の
う
え
郵
送
。

◎
必
要
事
項

①�

申
込
者
の
氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号

②�

送
付
先
の
氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
（
送
付
先
は
複
数
で
も
可
）

※�

こ
ち
ら
で
お
書
き
い
た
だ
い
た
情
報
に
関

し
ま
し
て
は
、
他
へ
の
転
用
は
一
切
い
た

し
ま
せ
ん
。

◎�

申
込
期
限
＝
12
月
10
日
（
金
）
ま
で

※�

申
込
者
に
は
受
付
確
認
書
を
送
付
し
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合
政
策
課
情

報
政
策
係
〒
８
８
８
︱
８
５
５
５
（
住
所

不
要
）
☎
72
︱
１
１
１
１
内
線
３
３
８

※�

発
送
分
は
２
０
１
１
年
１
月
号
か
ら
と
な

り
ま
す
。

広
報
く
し
ま
を

　
お
届
け
し
ま
す
。
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長寿番付

なるほど!医療講座
著：串間市民病院 内科医師

井
いの
上
うえ
　龍

りゅう
二

じ

こ
ん
に
ち
は
。
串
間
の
高
齢
者
の
皆

さ
ま
は
、
異
常
気
象
に
も
負
け
ず

今
日
も
畑
へ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
へ
と
元

気
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

　

昨
今
、
１
０
０
歳
以
上
の
所
在
不
明
者

が
続
出
し
、
日
本
は
本
当
に
健
全
な
長
寿

社
会
な
の
か
疑
問
も
わ
い
て
き
て
い
ま
す
。

串
間
は
大
丈
夫
や
ろ
か
い
と
思
っ
て
い
た

ら
、
１
４
９
歳
が
出
て
い
ま
し
た
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
は
高
齢
化
に
関
す
る

お
話
し
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
話
の
取
っ

掛
か
り
と
し
て
、
相
撲
界
も
問
題
続
き
で

本
丸
の
番
付
が
寂
し
い
限
り
で
す
の
で
、

ま
ず
は
景
気
付
け
に
わ
た
し
の
外
来
の
長

寿
番
付
を
作
り
ま
し
た
。
番
付
基
準
は
、

診
察
室
に
入
り
、
診
察
を
受
け
、
診
察
室

を
出
る
ま
で
を
一
人
で
さ
れ
る
方
が
条
件

で
す
。

　

結
果
は
東
横
綱
＝
93
歳
女
性
、
西
横
綱

＝
92
歳
男
性
、
東
大
関
＝
91
歳
女
性
、
西

大
関
＝
90
歳
男
性
、
90
歳
女
性
と
な
り
ま

し
た
。
以
下
に
も
80
歳
代
の
方
が
ず
ら
っ

と
お
ら
れ
ま
す
が
、
紙
面
の
関
係
上
省
略

い
た
し
ま
す
。
90
歳
代
で
一
人
で
診
察
な

ん
て
あ
っ
ぱ
れ
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
、
お
見
事
！

　

ち
な
み
に
、
古
く
な
り
ま
す
が
、
本
年

７
月
時
点
の
串
間
市
の
人
口
統
計
で
、
総

人
口
２
０
、
４
２
２
人
（
男
９
、
３
６
１
、

女
１
１
、
０
６
１
人
）
中
、
80
歳
以
上
は

男
性
約
８
０
０
人
、
女
性
約
１
、
８
０
０

人
と
人
口
の
１
割
前
後
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
70
歳
代
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
若

造
じ
ゃ
っ
て
雰
囲
気
で
す
ね
。

　

前
半
は
元
気
の
出
る
話
題
で
し
た
が
、

後
半
は
少
し
深
刻
な
お
話
に
な
り
ま
す
。

　

一
人
で
診
察
を
受
け
る
高
齢
者
の
方
は

立
派
で
す
が
、
さ
て
ご
自
分
の
病
状
を
ど

こ
ま
で
理
解
し
て
い
る
か
と
な
る
と
残
念

な
が
ら
非
常
に
不
安
で
す
。
病
状
を
理
解

さ
れ
て
い
な
い
と
不
安
に
思
い
「
次
は
家

族
の
方
に
も
来
て
も
ら
っ
て
ね
」
と
説
明

し
て
も
、「
仕
事
で
忙
し
い
か
ら
の
〜
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
大
抵
の
方
は
次
も
一
人

で
受
診
さ
れ
ま
す
。

　

確
か
に
仕
事
が
忙
し
く
、
さ
ら
に
じ
い

ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
し
っ
か
り
し
て

い
る
か
ら
安
心
と
、
一
緒
に
来
ら
れ
な
い

ご
家
族
も
多
い
の
で
し
ょ
う
。
事
情
は
十

分
に
分
か
り
ま
す
が
、
自
分
の
親
御
さ
ん

の
病
状
や
薬
な
ど
最
低
限
は
把
握
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

も
っ
と
深
刻
な
の
は
、
一
人
や
夫
婦
２

人
暮
し
、
子
ど
も
た
ち
は
市
県
外
に
い
る

方
で
す
。
中
に
は
子
が
一
緒
に
暮
ら
そ
う

と
言
っ
て
も
串
間
を
離
れ
た
く
な
い
と
断

る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
を
愛
す
る
心
は
痛
い
ほ
ど
分
か
り
ま

す
。
た
だ
、
人
間
い
つ
具
合
が
悪
く
な
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

説
教
が
ま
し
い
で
す
が
、
万
が
一
、
い

ざ
と
い
う
時
ど
う
す
る
か
を
常
日
ご
ろ
か

ら
ご
家
族
と
相
談
し
て
い
た
だ
く
と
良
い

な
と
思
い
ま
す
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

で
す
ね
。実
際
、病
院
に
緊
急
入
院
に
な
っ

た
け
ど
家
族
が
遠
方
で
連
絡
が
う
ま
く
い

か
ず
困
っ
て
し
ま
う
事
態
も
年
に
何
度
か

は
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
も
っ
と
寂
し
い
話
に
な
り
ま
す

が
、
自
分
が
寝
は
ま
っ
た
り
、
い
よ
い
よ

寿
命
が
と
い
う
際
、
自
身
の
処
世
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
大
問
題
も
あ
り
ま
す
。
終つ

い

の
棲す

み

家か

で
最
期
を
と
い
う
の
が
理
想
で
す

が
、
近
年
の
社
会
事
情
（
家
族
関
係
、
医

療
・
福
祉
制
度
な
ど
）
で
は
な
か
な
か
実

現
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
介
護
保
険

制
度
も
非
常
に
複
雑
で
今
後
も
ど
う
な
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
的
問
題
が
絡
む
と
病
院
だ
け
で
は

対
応
困
難
な
事
も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

設
や
福
祉
の
関
係
者
か
ら
も
普
段
か
ら
い

ろ
い
ろ
と
情
報
収
集
を
、
特
に
家
族
の
方

に
は
お
願
い
し
た
い
な
と
思
う
次
第
で
す
。

本
当
に
暗
い
話
題
に
な
っ
て
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
元
気
で
頼
も
し

い
串
間
の
人
生
の
先
輩
方
、
地
球
自
体
が

変
に
な
っ
て
い
る
ご
時
世
で
す
が
、
今
後

も
大
い
に
人
生
を
謳お

う

歌か

さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

追
記

　

天
気
が
悪
い
と
血
の
病
が
出
る
Ｔ
さ
ん

（
88
歳
女
性
）、
診
察
帰
り
の
「
先
生
も
お

大
事
に
な
〜
」
と
温
か
い
お
言
葉
い
つ
も

あ
り
が
と
う
。
そ
の
一
言
が
、
当
直
明
け

で
ボ
ロ
雑ぞ

う

巾き
ん

の
よ
う
に
な
っ
た
わ
た
し
の

心
身
を
バ
ケ
ツ
の
水
の
よ
う
に
潤
し
て
く

れ
る
の
で
す
。
例
え
が
悪
く
て
ご
め
ん
な

さ
い
、
Ｔ
さ
ん
。

　

で
は
皆
さ
ん
お
元
気
で
。

地域のまとまりが自慢の学校

　毎年８月末に都井岬で開催され
る都井岬火まつり。この火まつり
では都井中学校の生徒たちにより
臼太鼓踊りが披露されます。しか
し、生徒数の減少により、２年前
から都井小学校の５・６年生も臼
太鼓踊りに参加しているのです。
　都井小学校の児童は「かね」の
パートを担当。７月中旬から練習を
始め、夏休みに行う中学生との合
同練習や保存会の方からの指導を
経て本番に挑みます。
　伝統行事である火まつりに参加
することは、子どもたちのふるさと
への愛着や誇りを育てる良い機会
になっています。

地域の皆さんに支えられながら地元への愛着を育てています。

伝統行事を継承しています。

火まつりに参加

学校へ行こう
■ 都井小学校

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
串
間
市
立
都

井
小
学
校
（
矢
野
旨む

ね

宣の
り

校
長
）。
児

童
数
26
人
、
職
員
数
７
人
の
小
規
模

校
で
は
あ
り
ま
す
が
、
校
庭
に
は
元

気
い
っ
ぱ
い
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が

響
い
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
に
は
た
く
さ
ん
の
学
習
材

が
あ
る
」
と
矢
野
校
長
。
そ
ん
な
学

習
材
を
活
用
し
、
地
域
と
連
携
し
た

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

各
ク
ラ
ス
年
１
回
行
う
「
ふ
る
さ

と
先
生
」
で
は
、
都
井
岬
火
ま
つ
り

で
勢
子
を
さ
れ
る
方
を
招
き
、
松
明

の
作
り
方
や
投
げ
方
を
教
え
て
も
ら

い
、
地
域
の
伝
統
行
事
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
「
都
井
岬
学
習
」
で
は
都

井
御
崎
牧
組
合
の
方
か
ら
話
を
聞
い

た
り
、
調
理
実
習
や
そ
ろ
ば
ん
学
習

で
も
地
域
の
方
に
教
え
て
も
ら
っ
た

り
と
、
地
域
の
方
々
の
積
極
的
な
協

力
に
よ
り
、
自
分
た
ち
の
住
む
都
井

地
区
の
こ
と
を
学
び
、
地
域
へ
の
愛

着
を
育
て
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
で
「
子
ど
も
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
、
教
師
も
一
緒
に
成
長
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
矢
野
校
長
は

話
し
ま
す
。

　

小
人
数
の
た
め
体
育
の
授
業
で
は

球
技
な
ど
の
試
合
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
昼
休
み
時
間
に
は
ビ
ニ
ー

ル
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
野
球
を
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。

こ
の
お
か
げ
か
子
ど
も
た
ち
の
体
力

は
、
昨
年
よ
り
大
幅
な
伸
び
を
見
せ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
わ
た
し
た
ち
の
自
慢
は
地
域
と

学
校
の
ま
と
ま
り
の
良
さ
。
保
護
者

の
皆
さ
ん
も
児
童
み
ん
な
を
知
っ
て

い
て
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
も
み
ん
な
仲
良
く
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
能
力
は
高
く
、
表
現

力
を
身
に
つ
け
れ
ば
そ
の
力
を
発
揮

で
き
ま
す
。
そ
こ
を
伸
ば
し
て
あ
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。
と
矢
野

校
長
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

みんなそろって校舎の前に整列。
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図書館に行こう
[

今
月
の
新
刊]

お
別
れ
の
音
（
青
山
七
恵
）
優

し
い
お
と
な
（
桐
野
夏
生
）

告
解
者
（
大
門
剛
明
）
呼
ん
で
み

た
だ
け
（
安
東
み
き
え
）
妻
の
超

然
（
糸
山
秋
子
）
砂
の
上
の
あ
な
た

（
白
石
一
文
）
線
の
波
紋
（
長
岡
弘

樹
）
孤
舟
（
渡
辺
淳
一
）
砂
漠
の
悪
魔

（
近
藤
史
恵
）
輝
跡
（
柴
田
よ
し
き
）

暗
殺
者
の
森
（
逢
坂
剛
）
通
り
ゃ
ん

せ
（
宇
江
佐
真
理
）
エ
ウ
ス
カ
デ
ィ

（
馳
星
周
）
も
し
も
し
下
北
沢
（
よ

し
も
と
ば
な
な
）
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

（
佐
々
木
譲
）
完
全
・
犯
罪
（
小
林

泰
三
）
妖
談
（
車
谷
長
吉
）
隻
眼
の

少
女
（
麻
耶
雄
嵩
）
セ
カ
ン
ド
・
ラ

ブ
（
乾
く
る
み
）
ピ
ス
タ
チ
オ
（
梨

木
香
歩
）
夕
日
に
帆
を
あ
げ
て
、
笑

う
は
懐
か
し
い
あ
な
た
（
中
島
桃
果

子
）
チ
ア
男
子
!!
（
朝
井
リ
ョ
ウ
）

抱
影
（
北
方
謙
三
）
願
い
（
藤
野
千

夜
）
刑
事
の
は
ら
わ
た
（
首
藤
瓜

於
）
白
銀
ジ
ャ
ッ
ク
（
東
野
圭
吾
）

私
の
場
合
（
黒
木
瞳
）
男
の
子
の
育

て
方
（
諸
富
祥
彦
）
私
は
日
本
を
守

り
た
い
（
稲
田
朋
美
）
も
う
、
体
に

毒
は
溜
め
な
い
（
増
尾
清
）
ジ
ェ
ル

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
（
大
城
智
之
）
生
死

を
分
け
る
転
車
台
（
西
村
京
太
郎
）

マ
リ
ア
ビ
ー
ト
ル
（
伊
坂
幸
太
郎
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
立
図
書�

館
☎
72
ー
１
１
７
７

●��

開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●��

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日

交流員レポート 第8代国際交流員ジュリアンの日本体験記

It is getting ○○ .

○○なってきている。

Example：�It is getting colder.

例：�寒くなってきている。

This month's expression   

や
っ
と
秋
ら
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
秋
と
い
え
ば
串
間

の
秋
祭
り
が
11
月
３
日
に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
国
際
交
流
協
会
の
ブ
ー
ス

で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
つ
ま
み
、
ワ

イ
ン
や
い
ろ
い
ろ
な
写
真
も
展
示
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
！

　

年
の
終
わ
り
に
近
づ
く
に
つ
れ

て
、
仕
事
も
忙
し
く
な
り
ス
ト
レ
ス

も
た
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？　

仕
事
も
も
ち
ろ
ん

大
切
で
す
が
、仕
事
を
頑
張
る
一
方
、

自
分
が
好
き
な
事
を
し
て
ス
ト
レ
ス

を
解
消
す
る
事
も
同
じ
く
ら
い
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
仕
事
は
生
活
の
た

め
、
そ
の
外
の
時
間
は
自
分
と
家
族

の
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
は
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
に

ホ
ッ
ケ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
と
は
言

え
、
串
間
に
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
は
無

い
の
で
ロ
ー
ラ
ー
ホ
ッ
ケ
ー
を
河
原

で
や
っ
て
い
ま
す
。
思
い
っ
き
り

滑
っ
て
、
汗
を
か
い
て
、
自
分
が
好

き
な
事
を
す
る
と
気
持
ち
い
い
！　

そ
の
後
の
ビ
ー
ル
が
ま
た
ま
た
お
い

し
い
。
そ
れ
を
止
め
れ
ば
や
せ
る
の

で
し
ょ
う
け
ど
、
こ
れ
だ
け
は
止
め

ら
れ
な
い
。タ
バ
コ
も
同
じ
で
す
ね
。

最
近
値
上
げ
が
話
題
に
な
っ
て
か
ら

よ
く
聞
か
れ
る
の
が「
ジ
ュ
リ
ア
ン
、

値
上
げ
し
た
け
ど
禁
煙
す
る
？
」。

日
本
は
今
回
の
値
上
げ
で
４
１
０
円

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
今
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
１
箱
１
、
２
０
０

円
ぐ
ら
い
で
す
。
さ
ら
に
最
近
31
％

の
値
上
げ
が
発
表
さ
れ
た
の
で
１
、

６
０
０
円
近
く
ま
で
上
が
り
ま
す
。

日
本
の
値
上
げ
は
自
分
に
と
っ
て
は

ま
だ
ま
だ
で
す
。

　

話
が
飛
び
ま
す
が
、
最
近
英
会
話

教
室
が
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
で
す
。

来
て
く
れ
る
方
も
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
る
の
が
伝
わ
り
ま
す
。
新
し
い

方
も
大
歓
迎
で
す
よ
！

英会話教室の誕生日会

11
月
の
テ
ー
マ
展
示

ん
た
、
ち
ょ
う
た
の

す
っ
と
び
か
ご
！

江戸一番のかご屋で働く、しんたとちょう
た。客を選ばずきちんとお届けするのが、
すっとびかごの心意気。ある夜、あやしい
お客に頼まれた大荷物の中身とは…。迫
力ある画面と江戸弁の味わいが魅力の２
人の珍道中を描く時代劇絵本。

飯野 和好／さく

し
志
百
席（
落
語
Ｃ
Ｄ
）

立川談志／噺

新しく落語のＣＤが入りました。「談志百
席」では、古典、語り手が途絶えてしまっ
た人気演目、自ら書き下した演目を収録。
また「落語名演ガイド集」では各名人の
得意演題を収録しており、落語の初心者
におすすめです。一聴どうぞ。

談

今年も「わたしのすすめる本」を制作しま
した。今年は国民読書年という事で各小
中学校のみなさんに加え、一般の方にも
「面白かった」「ぜひ読んでもらいたい」
本を紹介してもらいました。あなたにも
特別な１冊が見つかるかも。

「
わ
た
し
の
す
す
め
る
本
」

◎
年
　
金
　Pension

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

年
末
調
整・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※�

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
が
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

【
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
】

　

平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
。

【
平
成
22
年
１
月
下
旬
に
送
付
】

　

平
成 

22
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本
人
だ

け
で
な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
配

偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除

に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
送
ら
れ
て
き

た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
控
除
証
明
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、

都
城
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ
の

お
願
い

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
は
期
限
ま
で
に
提

出
し
ま
し
ょ
う
！

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
は
、

雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
方
に
は
、
毎

年
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
扶

養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

12
月
１
日
の
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に
受
け
ら
れ

る
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額

が
決
ま
り
ま
す
。
も
し
提
出
を
忘
れ
る
と
各

種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴

収
税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方
は
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

【
平
成
23
年
分
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が

送
付
さ
れ
る
方
】

・�

65
歳
未
満
の
方
は
、
年
金
額
が
１
０
８
万

円
以
上

・�

65
歳
以
上
の
方
は
、
年
金
額
が
１
５
８
万

円
以
上

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
都
城
年
金
事
務
所
☎
０

９
８
６
︱
23
︱
２
５
７
１
、
市
民
生
活
課

市
民
係
☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

◎
教
　
育
　Education

平
成
23
年
度
宮
崎
県
東
京
学
生
寮
入
寮
者
を

募
集
し
ま
す

●
応
募
資
格

①�

平
成
23
年
４
月
に
、
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
大
学
、
短
期
大
学
お
よ
び
修
業
年
限
２

年
以
上
の
専
修
学
校
専
門
課
程
に
入
学
を

予
定
（
入
学
が
決
定
し
て
い
な
い
者
を
含

む
）
し
て
い
る
男
子
学
生
で
、
保
護
者
が

宮
崎
県
内
に
居
住
す
る
者

②
入
学
し
た
場
合
、
住
居
に
困
窮
す
る
者

③�

経
済
上
の
理
由
に
よ
り
入
寮
を
必
要
と
す

る
者

④�

寮
費
な
ど
納
入
金
を
支
払
う
能
力
の
あ
る
者

⑤�

健
康
で
共
同
生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
者

●�

募
集
人
員
＝
50
人
程
度
（
１
部
屋
２
人
定

員
）

●�

入
寮
期
間
＝
平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で

●�

寮
費
＝
現
行
月
額
１
万
８
千
６
百
円
（
電

気
料
金
は
実
費
）

※
食
事
の
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●�

申
込
受
付
期
間
＝
11
月
８
日
（
月
）
〜
平

成
23
年
１
月
11
日
（
火
）
必
着

●
抽
選
日
＝
平
成
23
年
１
月
28
日
（
金
）

※�

募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
実
施
。
詳
細
は

申
込
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

●�

抽
選
場
所
＝
宮
崎
県
庁
６
号
館
２
階
６
２

３
号
会
議
室

※�

公
開
抽
選
を
行
い
、
抽
選
結
果
（
内
定
ま

た
は
補
欠
）
は
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
内
定
者
が
辞
退
し
た
場
合
は
、
補

欠
者
の
若
い
番
号
順
に
内
定
を
し
ま
す
。

●�

申
込
手
続
＝
入
寮
申
込
書
に
次
の
書
類
を

添
付
し
、
募
集
期
間
内
に
直
接
持
参
す
る
、

ま
た
は
郵
送
（
期
限
内
必
着
）
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

①�

上
半
身
の
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
、
横
2.5
㎝
）

（
申
込
書
に
張
り
付
け
て
く
だ
さ
い
）

②�

健
康
診
断
書
（
受
診
機
関
の
任
意
様
式
で

可
）

③�

本
人
の
属
す
る
世
帯
の
所
得
（
世
帯
内
の

所
得
の
あ
る
者
全
員
分
）
の
年
額
を
証
明

す
る
書
類
（
市
町
村
長
の
発
行
す
る
平
成

21
年
分
の
控
除
明
細
の
つ
い
た
所
得
証
明

書
。
源
泉
徴
収
票
は
不
可
）

④�

宛
名
を
記
入
し
、
80
円
切
手
を
張
っ
た
返

信
用
封
筒
（
定
型
長
３
封
筒
）
３
通

●�

知
事
承
認
申
込
＝
次
の
者
は
抽
選
の
前
に

経
済
上
の
理
由
に
よ
り
入
寮
を
必
要
と
す

る
者
と
し
て
知
事
承
認
の
審
査
を
行
い
ま

す
。
該
当
す
る
場
合
、
知
事
承
認
申
込
書

も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

市
町
村
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
者
（
非
課

税
証
明
書
）

②�

生
活
保
護
世
帯
の
者
（
受
給
証
明
書
）

詳
し
い
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
書
提
出
先
＝
宮
崎
県
東
京
学
生
寮
〒

１
０
２
︱
０
０
７
４
東
京
都
千
代
田
区
九

段
南
４
︱
８
︱
２
☎
03
︱
３
２
６
３
︱
５

０
６
８

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
宮
崎
県
東
京
学
生
寮
ま

た
は
入
寮
募
集
受
付
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
１
２
０
︱
５
０
３
８
３
９
、
宮
崎

県
総
務
部
総
務
課
庁
舎
担
当
☎
０
９
８
５

︱
26
︱
７
２
９
０

A little bit of this and that

〜 

ち
ょ
っ
と
ず
つ
話
し
を
寄
せ
集
め
ま
し
た 

〜
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　志布志湾岸５市町を対象としたフォ
トコンテストを開催します。みなさん
の大好きな地域の１コマを写真にして、
お気軽にご応募ください。
◎�応募写真のテーマ＝志布志湾に面す
る５つの市町の写真

◎応募部門
・�湾岸写真王部門＝四ツ切・ワイド四
ツ切の「銀塩プリント（写真店にて
プリントされたもの）＋原版デー
タ」での応募のみ。
・�湾岸ウデ試し部門＝「はがきサイ
ズ・２Ｌサイズ相当でプリントされ
たもの＋原版データ」での応募のみ。
・�湾岸eメールフォト部門＝撮影した
写真をメールにてお送りください。
携帯電話からも送ることができます。
応募していただいた写真はウェブサ
イトにて公開させていただきます。

◎�応募資格＝プロ・アマ問わず、写真
を撮れる方なら応募できます。

◎�応募点数＝全部門合わせて１人５点
まで

◎�参加料＝無料。ただし、応募時の写
真プリント代や作品郵送料などは応
募者の負担とさせていただきます。

◎�応募締切＝平成23年３月31日（木）
◎結果発表＝平成23年５月上旬
◎�応募方法＝①作品のタイトル、撮影
者名（撮影者として公表される名
前）②撮影者の郵便番号、住所、氏
名（本名）、年齢、電話番号③応募
写真の撮影日時、場所を記入した任
意の応募票を作品の裏面にテープで
張り（のり付け不可）、郵送してく
ださい。
◎�応募・問い合わせ先＝The湾岸運営
委員会〒８９９−７１０３鹿児島県
志布志市志布志町志布志２２４２−
３☎０９９−４７３−２３７８Ｅ−
mailアドレスinfo@ohsumi.info

　宮崎県では、中小企業の方を対象に、

資金繰りなどに関する個別相談会を開
催します。
◎�日時＝12月１日（水）午後１時〜
４時

◎�場所＝県日南総合庁舎１階第５Ａ、
第５Ｂ会議室

◎�相談内容＝新規融資、借換・一本化、
返済条件緩和、その他経営全般

◎�相談機関＝宮崎県、日本政策金融公
庫、信用保証協会、日南商工会議所

◎�問い合わせ先＝宮崎県庁金融対策室
☎０９８５−26−７０９７
※�予約なしでご相談いただけますが、
事前にご連絡いただいた方は優先し
て相談をお受けします。

◎交通遺児等育成資金の貸付
・�対象者＝自動車事故により、死亡ま
たは重度の後遺症が残った方のお子
さん（０歳〜中学校を卒業するま
で）を対象とし、その保護者の生活
状況が、一定の要件（住民税の非課
税など）に合致する方
・�貸付金額＝貸付と同時に一時金とし
て15万５千円、貸付期間中に月額
２万円、小・中学校入学時に入学支
度金４万４千円
・�貸付期間＝貸付決定の月から中学卒
業の日まで
・利子＝無利子
・�返還方法＝一括返還または、20年
以内の均等割賦（高校、大学に進学
した場合、在学期間中は返還を猶予
できる）

◎介護料支給
・�対象者＝自動車事故で脳、脊髄、胸
腹部臓器を損傷し、重度の後遺障害
を持ち、常時または随時の介護が必
要となった方
・支給額
①�自賠責後遺障害等級１級１号または
１級２号の常時要介護の方＝月額５
万８千５７０円〜13万６千８８０
円
②�自賠責後遺障害等級２級１号または
２級２号の随時要介護の方＝月額２

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の20日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

万９千２９０円〜５万４千円
※詳細はお問い合わせください。
◎�問い合わせ先＝自動車事故対策機構
宮崎支所☎０９８５−53−５３８
５

　ＮＴＴ西日本では、環境保護の立場
から古い電話帳の回収を推進していま
す。12月中に配達予定の新しい電話
帳をお届けした際、古い電話帳を配達
員にお渡しください。もし渡せなかっ
た場合でも、後日回収いたしますので、
ご連絡ください。紙資源のリサイクル
にご協力をお願いします。
◎�問い合わせ先＝タウンページセン
ター☎０１２０−５０６−３０９

　労働者（アルバイトを含む）を１人
でも雇っている事業主の方は、労働保
険（労災保険・雇用保険）に加入する
義務があります。
　厚生労働省では、11月を「労働保
険適用促進強化期間」とし、適用促進
の広報活動や、加入手続指導に集中的
に取り組んでいます。
　労働保険未手続の事業主の方は、自
主的に加入手続きをしましょう。加入
手続きは、最寄りの労働基準監督署ま
たはハローワークへご相談ください。
◎問い合わせ先＝宮崎労働局☎０９８
５−38−８８２２

　口蹄疫対策に役立ててほしいと、串
間市に義援金をご寄付いただきました。
ご寄付いただいたのは次の方です
（10月15日までの受付分）。
◎寄付者＝四季彩館ほりぐち
　　　　　塩屋原保育所（敬称略）
ご善意、ありがとうございました。

　　　　　　　　　　

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information

お知らせ

る児童、生徒（児童、生徒について
は保護者同伴）
　※�参加者が１人で行動できない場合

は、保護者の付き添いが必要です。
　※�体調に不安のある方は、事前に医

師の相談を受け、自己責任におい
て参加してください。

　※�参加中に生じた事故、けがについ
ては応急処置のみ行います。

◎�日時＝第８回11月13日（土）、第
９回11月23日（火）いずれも午後
１時〜４時
　※�会場の都合により日時が変更にな

る場合があります。
◎場所＝串間市総合運動公園
◎�内容＝フライングディスク、ソフト
ボール投げ、キャッチボール
　※�運動ぐつ、タオルなどをご用意く

ださい。
◎�参加費用＝３００円（保険料、飲み
物代）

◎�申込方法＝申込書に記入の上、第８
回は11月８日（水）、第９回は11
月19日（金）までにＦＡＸにて送
信するか、直接お持ちください。
　※�詳細につきましては事務局にお問

い合わせください。
◎�問い合わせ先＝事務局（よつば工房
内）☎72−５６７７ＦＡＸ55−０
０４１
※�この事業は平成22年度串間市市民
発にぎわい創出事業の採択事業です

　親子リズム子育ての会では、こども
まつりを開催します。子育て中のお父
さん、お母さん。ぜひ参加して、悩み
を相談してください。
◎対象児＝０歳〜６歳の子ども
◎�日時＝11月21日（日）午前９時半
〜午後２時

◎会場＝串間市アクティブセンター
◎参加費＝無料
◎�問い合わせ先＝親子リズム子育ての
会児玉☎72—２２３０、蓑方☎０
９０−２０６９−５６２２
※�この事業は、宮崎県市町村地域づく
り団体協働モデル事業です。

◎秋まつり児童・生徒作品展
・期間＝11月３日（水）まで
※11月１日（月）を除く
・�問い合わせ先＝教育委員会事務局教
育総務係☎内線３７６

◎盆栽展示会
・�期間＝11月２日（火）〜11月４日（木）
・�問い合わせ先＝串間盆栽愛好会水元
武明☎75−１８９５

◎環境フェア
・�日時＝11月7日（日）午前８時40
分会場、９時半開演
※�９時からロビーにて絵画展示
・�問い合わせ先＝市民生活課環境保全
係☎内線２５２

◎串間市民文化祭
・�日時＝11月7日（日）12時開場、
12時半開演
・�問い合わせ先＝教育委員会事務局文
化係☎72−６５１１

◎小中学校音楽会
・�日時＝11月12日（金）午前９時開演
・�問い合わせ先＝教育委員会事務局教
育総務係☎内線３７６

◎海援隊トーク＆ライブ２０１０
・�日時＝11月14日（日）午後６時半
開場、７時開演
・�問い合わせ先＝串間市文化会館☎
72−６３３３

◎串間市美術展
・�期間＝11月16日（火）〜21日（日）
・�問い合わせ先＝教育委員会事務局文
化係☎72−６５１１

◎自治会連合会事例発表会

・�日時＝11月21日（日）午後１時開
演（予定）
・�問い合わせ先＝串間市自治会連合会
会長村上正勝☎74−２２６０

◎素人演芸大会
・�日時＝11月27日（土）午後５時開
場、午後６時開演
・�問い合わせ先＝竹之内親男☎72−
３０９１

　現在、串間市内の道路（市道、国道、
県道など）において、グレーチングの
盗難が発生しています。このため、串
間市ではグレーチング盗難の被害届を
串間警察署に届けており、警察による
パトロールを実施していただくとともに、
都市建設課による調査と道路パトロー
ルを強化しているところです。市道など
のグレーチングの盗難をご確認された
場合は、都市建設課、警察署までご連
絡くださいますようお願いします。
◎�問い合わせ先＝都市計画管理係☎内
線４０４

　相続、贈与などにより取得した生命
保険契約や損害保険契約などに係る年
金の所得税の取り扱いを改めることと
しました。この取り扱いの変更により、
所得税の還付を受けることができる場
合があります。詳しくは、国税庁ホー
ムページをご覧いただくか、日南税務
署にお問い合わせください。
◎�問い合わせ先＝日南税務署☎22−
３６７１（自動音声案内に従って、
「２」を選択してください）
　国税庁ホームページwww.nta.go.jp

◎�対象者＝障害のある成人の方・特別
支援学級、特別支援学校に通ってい

文化会館 11 月の行事予定

口蹄疫義援金
ありがとうございました

グレーチングの盗難にご注意を

青空スポーツクラブ参加者募集

志布志湾岸フォトコンテストに
応募してみませんか

中小企業ワンストップ金融・
経営相談会を開催します

税務署からのお知らせ

楽しい子育てを応援します

自動車事故の被害者の方の
支援制度をご活用ください

古い電話帳の回収・
リサイクルにご協力を

11月は労働保険適用
促進強化期間です

設置されているグレーチング
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
郵便くしまにあ
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◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、医療講座に関する質問、
串間市への思い、あなたの身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

➡点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）
おたより待ってます

毎
月
の
よ
か
む
ん
市
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

●
風
鈴
さ
ん

　

毎
月
の
よ
か
む
ん
市
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
口
蹄
疫
で
２
カ
月
お

休
み
だ
っ
た
時
は
少
し
さ
み
し
い
気

が
し
ま
し
た
。

　

毎
回
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
さ
れ
て

い
て
、
先
月
は
カ
ブ
ト
ム
シ
の
抽
選

で
、
夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
も
と

て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　

い
つ
も
朝
市
で
朝
食
を
と
っ
た
り
、

買
っ
て
自
宅
で
食
べ
た
り
し
て
い
ま

す
が
、
今
で
は
口
に
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
串
間
病
院
近
く
に
あ
っ
た

「
れ
い
」の
チ
ャ
ン
ポ
ン
、「
ス
ー
パ
ー

瀬
治
山
」
の
唐
揚
げ
、
天
ぷ
ら
、「
サ

ン
レ
モ
」
の
ケ
ー
キ
な
ど
、
復
刻
で

き
な
い
も
の
か
と
思
い
、
ペ
ン
を
と

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ま
た
食
べ
た
い

も
の
で
す
。

　

口
蹄
疫
の
終
息
宣
言
を
受
け
て
、

よ
か
む
ん
市
も
復
活
。
以
前
に
も
増

し
て
活
気
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
僕
も
「
れ
い
」
の
大
フ
ァ
ン

で
し
た
。
高
校
生
の
こ
ろ
土
曜
日
の

授
業
が
終
わ
る
と
た
ま
に
、
友
だ
ち

と
「
れ
い
」
に
行
っ
て
チ
ャ
ン
ポ
ン

か
カ
レ
ー
焼
き
飯
を
食
べ
る
の
が
楽

し
み
で
し
た
。
高
校
卒
業
後
就
職
し

て
、
昼
食
を
食
べ
に
行
っ
た
ら
、
す

で
に
閉
店
。
と
っ
て
も
残
念
な
気
持

ち
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
本
当
に
復
活
し
ま
せ
ん
か
ね
。

ま
た
食
べ
た
い
な
ぁ
。

ハ
ッ
ピ
ー
な
気
持
ち
を

あ
り
が
と
う
！

●
Ｔ
・
Ｔ
さ
ん

　

通
勤
途
中
に
都
井
中
学
校
が
あ
り

ま
す
。
掃
除
の
時
間
な
の
か
、
毎
朝

数
人
の
生
徒
が
校
門
付
近
に
立
っ
て

い
ま
す
。
通
る
車
に
気
持
ち
の
良
い

あ
い
さ
つ
と
と
も
に
頭
を
下
げ
て
く

れ
ま
す
。

　

朝
か
ら
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
持
ち
に
な

れ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
！

　

気
持
ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
で
、
朝

か
ら
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に
な
れ
ま

す
ね
。
や
っ
ぱ
り
あ
い
さ
つ
は
大
事

で
す
。
僕
も
都
井
中
学
校
の
生
徒
さ

ん
た
ち
を
見
習
わ
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。

口
蹄
疫
終
息
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

●
大
阪
府
八
尾
市
・
串
間
大
好
き
さ
ん

　

以
前
は
「
ふ
る
さ
と
は
ど
こ
で
す

か
」
と
聞
か
れ
て
「
宮
崎
で
す
」
と

言
え
ば
「
寒
い
と
こ
ろ
で
す
ね
」
と

宮
城
県
と
よ
く
間
違
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
日
本
に
宮
崎
と
い
う
県
が
あ
る

と
は
思
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た

の
で
わ
た
し
は
い
つ
も「
鹿
児
島
県
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
東
国
原
知
事

が
就
任
し
て
宮
崎
県
も
有
名
に
な
り
、

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

そ
の
県
に
口
蹄
疫
が
発
生
し
「
串

間
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
牛
を
亡
く
し
た
農
家
の

人
は
子
ど
も
と
別
れ
る
く
ら
い
辛

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
た

お
か
げ
で
終
息
し「
よ
か
っ
た
な
ー
」

と
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
御

苦
労
さ
ま
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
。

　

宮
崎
県
を
襲
っ
た
家
畜
伝
染
病

「
口
蹄
疫
」。
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
大
勢
の
関
係
者
や
市
民
の

皆
さ
ん
の
懸
命
な
活
動
に
よ
り
、
な

ん
と
か
終
息
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
畜
産
王
国
宮
崎
の

復
興
に
向
け
て
、
ま
だ
ま
だ
苦
労
は

絶
え
な
い
で
し
ょ
う
が
、
県
民
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

県
外
の
皆
さ
ん
も
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

お
互
い
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う

●
因
数
分
解
君

　

わ
た
し
た
ち
５
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

平
成
18
年
３
月
末
に
父
母
の
扶
養
な

ど
の
事
情
で
串
間
に
帰
省
し
ま
し
た
。

　

同
年
の
７
月
こ
ろ
に
と
あ
る
交
差

点
で
、
わ
た
し
は
青
信
号
に
な
り
車

両
を
発
進
し
ま
し
た
。
す
る
と
交
差

点
内
で
急
に
60
歳
く
ら
い
の
女
性
が

運
転
す
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
、
ウ
イ
ン

カ
ー
も
出
さ
ず
に
進
路
変
更
し
、
わ

た
し
の
車
両
に
急
接
近
し
て
き
た
。

わ
た
し
の
車
両
に
は
母
も
乗
っ
て
お

り
、
相
手
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
注
意
の

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
た
。
相
手

の
人
は
無
反
省
の
様
子
。
や
は
り
２

人
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
交
通
ル
ー
ル

は
お
互
い
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
と
、

ち
ょ
っ
と
の
不
注
意
が
大
事
故
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
運
転
中

は
も
ち
ろ
ん
、
運
転
し
て
い
な
く
て

も
、
歩
行
中
で
も
常
に
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
安
全
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
文
化
を

定
着
さ
せ
た
い

●
昭
和
の
歌
さ
ん

　

串
間
で
生
ま
れ
て
中
学
１
年
ま
で

住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
都
会
に

50
年
近
く
住
み
、
よ
う
や
く
２
年
前

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
ま
し
た
。

　

帰
っ
て
き
た
印
象
は
串
間
の
町
が

全
然
進
歩
し
て
い
な
い
と
い
う
か
、

発
展
し
て
な
い
と
い
う
か
、
そ
ん
な

ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
な
気
持
ち
を
持
っ

た
も
の
で
し
た
。
昔
の
友
人
た
ち
に

会
い
ま
し
た
が
、
パ
ワ
ー
が
な
い
と

い
う
か
、
オ
ー
ラ
が
な
い
と
い
う
の

か
そ
ん
な
印
象
で
し
た
ね
。

　

わ
た
し
は
現
在
、
駅
前
で
カ
ラ
オ

ケ
喫
茶
を
立
ち
上
げ
て
約
１
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
こ
の
店
は
シ
ニ
ア
の
た

め
の
店
で
す
か
ら
、
お
客
さ
ま
は
ほ

と
ん
ど
50
歳
以
上
の
方
で
す
。
串
間

地
区
は
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
と
い
う
文
化

が
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ

り
ゃ
た
い
へ
ん
で
し
た
。
お
客
さ
ま

は
お
酒
が
な
い
と
い
う
と
帰
ら
れ
る

し
、
女
性
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
と

い
う
と
帰
ら
れ
る
し
、
そ
ん
な
風
で

し
た
の
で
オ
ー
プ
ン
か
ら
半
年
は
大

変
で
し
た
ね
。
ど
う
や
っ
て
カ
ラ
オ

ケ
喫
茶
と
い
う
文
化
を
こ
の
串
間
に

定
着
さ
せ
よ
う
か
と
、
い
ろ
い
ろ
悩

み
も
し
ま
し
た
。

　

九
州
で
も
熊
本
、
佐
賀
、
長
崎
、

大
分
、
福
岡
あ
た
り
で
は
カ
ラ
オ
ケ

喫
茶
が
定
着
し
て
い
る
た
め
、
ほ
か

の
県
か
ら
お
見
え
に
な
っ
た
方
は
ス

ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
串
間
で
は
ね
。

　

そ
う
す
る
間
に
１
年
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
は
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
文
化
と
い
う

も
の
も
、
よ
う
や
く
少
し
で
は
あ

り
ま
す
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
石
の
上
に
も
３
年
で
し
ょ
う
か
。

も
っ
と
串
間
に
も
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
文

化
を
広
め
た
い
で
す
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
僕
も
カ
ラ
オ
ケ

喫
茶
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。「
歌
好
き
の
方
々

が
集
ま
っ
て
、
純
粋
に
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
む
喫
茶
店
」
と
い
う
と
こ
ろ
な

の
で
し
ょ
う
か
。
少
し
ず
つ
認
識
さ

夫
婦
い
た
わ
り

余
生
を
過
ご
そ
う

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

朝
起
き
た
ら
最
初
に
日
め
く
り
カ

レ
ン
ダ
ー
を
１
枚
引
き
抜
く
。
こ
の

カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
毎
日
暮
ら
し
の

中
の
こ
と
わ
ざ
が
載
っ
て
い
る
の
で

楽
し
み
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
わ
ざ
に

「
な
る
ほ
ど
」
と
相
槌
を
打
っ
た
り

「
そ
ん
な
も
の
か
」
と
感
心
し
た
り

し
て
い
る
。

　

７
月
18
日
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は

「
舟
は
帆
で
も
つ
、
帆
は
舟
で
も
つ
」

と
あ
っ
た
。
舟
は
帆
が
あ
れ
ば
こ
そ

役
に
立
ち
、
帆
も
船
が
あ
れ
ば
こ
そ

使
い
も
の
に
な
る
。
人
は
互
い
に
助

け
合
っ
て
こ
そ
生
き
て
い
け
る
と
い

う
こ
と
の
例
え
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
夫
婦
の
人
生
航
路
に
も
当

て
は
ま
る
。
舟
を
夫
、
帆
を
妻
と
す

る
。
舟
は
年
数
が
た
て
ば
腐
食
し
て

水
漏
れ
す
る
。
帆
も
長
年
使
用
す
れ

ば
傷
ん
で
破
れ
る
。
人
が
歳
を
重
ね

る
と
病
気
が
ち
に
な
る
の
と
同
じ
。

夫
婦
は
喜
怒
哀
楽
を
分
か
ち
合
い
、

漏
れ
出
た
水
は
く
み
出
し
、
破
れ
た

帆
は
修
復
し
て
余
生
を
仲
良
く
航
海

し
た
い
。

　

な
か
な
か
深
い
お
話
で
す
。
僕
も

こ
の
お
話
を
心
に
置
き
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
夫
婦
で
喜
怒
哀
楽
を
分
か

ち
合
い
な
が
ら
、
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶

文
化
。
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
と
い

い
で
す
ね
。

今
年
も
稲
刈
り

●
あ
き
な
の
お
母
さ
ん

　

今
年
も
稲
刈
り
で
田
ん
ぼ
の
仕
事

を
し
ま
し
た
。
わ
が
家
は
い
つ
も
掛

け
干
し
で
す
の
で
、
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
稲
刈
り
は
い
つ
も
の
年
よ
り

う
ま
く
い
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
天

気
が
悪
く
な
か
な
か
脱
穀
が
で
き
ず
、

お
盆
は
ず
っ
と
夕
方
に
脱
穀
を
し
ま

し
た
。
お
い
っ
子
も
ゆ
っ
く
り
し
よ

う
と
宮
崎
へ
帰
っ
て
き
た
の
に
、
手

伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
元
気
」「
や
る
気
」「
勇
気
」「
根

気
」
を
い
っ
ぱ
い
貯
金
し
て
、
来
年

は
今
年
よ
り
も
夏
の
暑
さ
に
負
け
な

い
よ
う
に
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
収
穫
…
。
９
月
の

広
報
を
見
て
た
い
へ
ん
学
び
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
の
広
報
紙
、「
学
校
へ
行
こ

う
」
で
紹
介
し
た
北
方
小
学
校
の
記

事
。
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
方
々
の

協
力
に
よ
り
、
自
分
た
ち
で
田
植
え
、

手
入
れ
、
稲
刈
り
ま
で
体
験
す
る
こ

と
で
、
自
然
の
恵
み
や
、
地
域
の
皆

さ
ん
へ
の
感
謝
、
雑
草
取
り
な
ど
を

し
て
く
れ
た
児
童
へ
の
感
謝
、
た
く

さ
ん
の
感
謝
の
気
持
ち
を
養
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか

しましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明

るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな

住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ

どもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

（平成22年10月１日現在）

◎市の木／そてつ ◎市の花／かんな
◎市の鳥／めじろ ◎市の花木／山桜
◎人口  20,390人（前月比 −7）
男 9,336人 女 11,054人
世帯数 8,781世帯

市民
憲章
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わ
た
し
が
生
ま
れ
た
こ
の
串
間
の
こ
と
を
、
わ
た
し
は

ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

歌
の
文
句
で
は
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ
串
間
の
こ
と
を
調
べ

て
み
る
と
知
ら
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
ま
す
。
都
井
岬
、
大
束

の
赤
池
、
市
木
の
幸
島
、
一
度
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

サ
ッ
と
見
て
帰
る
ぐ
ら
い
で
、
何
一
つ
詳
し
い
こ
と
は
分
か

り
ま
せ
ん
。

　

都
井
岬
と
は
市
内
に
住
ん
で
い
る
者
か
ら
も
遠
い
、
不
便

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
や
道
路

改
良
に
伴
い
、
車
が
走
り
や
す
く
近
距
離
に
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
自
身
、
あ
ま
り
観
光
と
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、２
年
半
前
に
「
観
光
協
会
長
に
」
と
ご
指
名
を
受
け
、

し
ぶ
し
ぶ
お
受
け
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
こ
の
観
光

協
会
の
役
に
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
仕
事
は
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
、
串
間
駅
で

の
乗
車
券
を
販
売
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
都
井
岬
観

光
ホ
テ
ル
の
閉
館
に
伴
い
、「
こ
れ
は
た
い
へ
ん
な
事
態
が

起
こ
っ
た
」
と
右
往
左
往
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
の
お

力
で
予
算
を
獲
得
し
て
い
た
だ
き
、「
岬
の
駅
」
都
井
岬
と
、

都
井
岬
観
光
案
内
所
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

で
は
観
光
協
会
の
職
員
も
20
人
を
超
え
、
大
き
な
団
体
と
な

り
ま
し
た
。

　

都
井
岬
観
光
案
内
所
で
は
地
元
マ
ン
ゴ
ー
を
使
っ
た
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
、
ま
た
パ
ド
ッ
ク
内
で
す
が
乗
馬
体
験
、
岬
の

観
光
案
内
な
ど
を
引
き
受
け
、
職
員
一
同
や
る
気
満
々
で
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
都
井
岬
に
お
客
さ
ま
が
来
な
く
て
は
な
に
も
な

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
地
元
の
方
々
、
そ
し
て
友
だ
ち
な
ど
に
都

井
岬
の
よ
さ
を
伝
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
今
で
は
野
生
馬

が
約
１
１
０
頭
い
て
、
道
路
沿
い
で
は
、
時
々
猿
も
出
て
き

て
く
れ
ま
す
。
一
度
来
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
は
「
雄
大
な

景
色
に
感
動
を
与
え
ら
れ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い

ま
す
。

　

わ
た
し
自
身
も
、
わ
が
家
に
泊
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
、
県

外
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
訪
れ
た
学
生
さ
ん
方
を
、
最
終
日

に
は
都
井
岬
に
案
内
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
学

生
さ
ん
か
ら
は
「
良
か
っ
た
」
と
喜
ば
れ
、
そ
れ
が
わ
た
し

の
楽
し
み
で
す
。

　

今
後
は
集
客
の
た
め
、
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
す
が
、
よ
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
わ
い
て
き
ま
せ

ん
。
皆
さ
ま
方
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、
ぜ
ひ
い
た
だ
き
き
た
い

も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、10
月
９
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
崎
、10
月
12
日
に
サ
ッ

ポ
ロ
テ
レ
ビ
の
取
材
が
あ
り
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
方

に
、
都
井
岬
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、
た
い
へ

ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

都
井
岬
の
話
ば
か
り
書
き
ま
し
た
が
、
串
間
に
は
ま
だ
ま

だ
た
く
さ
ん
の
見
る
も
の
、
食
べ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
市

木
の
幸
島
、
大
束
の
赤
池
、
高
松
海
水
浴
場
、
一
里
崎
な
ど
、

ど
こ
へ
紹
介
し
て
も
引
け
は
取
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
方
も
、

ぜ
ひ
串
間
の
こ
と
を
よ
く
調
べ
て
、
串
間
探
索
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

素
晴
ら
し
い
再
発
見
が
待
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

な
が
と
も
の
り
ひ
さ
（
63
歳
）
／
１
９
４
６
年
12
月
生
ま
れ
。
福

島
高
校
中
退
後
、
大
阪
を
は
じ
め
、
県
外
に
て
調
理
の
就
業
を
行

い
、
１
９
６
８
年
、
串
間
に
帰
郷
。
実
家
で
あ
る
永
友
荘
を
引
き

継
ぐ
。
２
０
０
８
年
よ
り
串
間
市
観
光
協
会
会
長
に
就
任
。
趣
味

は
旅
行
。
国
内
外
の
さ
ま
ざ
な
な
と
こ
ろ
へ
出
か
け
て
い
る
。

Profile

随
想
◎
永
友 

憲
久▲都井岬の魅力の一つ、御崎馬。

POST CARD

5558888
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

P R E S E N T S

串間市役所総合政策課
情報政策係　行

串間温泉いこいの里
〒888-0008 串間市大字本城987　TEL 0987-75-2000　FAX 0987-75-2280
■営業時間：午前10時〜午後10時　■定休日：毎月第３水曜日

（No.874/2010.11）

読者
プレゼント

◎抽選で 10 名様にプレゼント致します。

串間温泉いこいの里  お食事券　

お便りをくださった方から抽選
で、「釜めし」と「豆乳鍋」セッ
トのお食事券を10名様にプレゼ
ント。
応募締切は11月31日（金）当日消印有効
です。

忘年会・新年会の季節です
各種ご宴会に新プラン登場！
その①食べ放題プラン
　１． カニ食べ放題プラン　２． 地鶏スキ食べ放題プラン
その②会席プラン
　１． 京風スキヤキ会席　２． 河豚会席　３．カニ会席
その③鍋プラン
　１． モツ鍋プラン　２． 温泉豆乳鍋プラン
いろんな味を予定しています。また、イタリアンコースも大
好評。随時予約受け付け中です。ご期待ください！

「伊勢海老まつり」終了間近！
伊勢海老会席プラン　７,５００円【税込・要予約】
伊勢海老定食プラン　３,５００円（税込）
※11月30日まで

休館日のお知らせ
　基幹改修工事のために定期休館日を含め、３日間休館いた
します。
・休館日＝11月15日（月）〜17日（水）

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

串
間
の
観
光
を
考
え
る

今夏の猛暑が、米の出来に悪影響を及ぼ
したようだ。一等米が少ないと聞く。

今更ながら異常気象ともいえる状況にあると
思う。「今日は晴れた」と思ったら次の日はゲ
リラ豪雨。天気予報があまりあてにならない
ため、屋外での予定を立てるのも難しい（ト）

F R O M  E D I T O R ' S

西村徳文監督率いる千葉ロッテマリーン
ズが、シーズン３位からクライマック

スシリーズを勝ち抜き、見事日本シリーズ進
出。就任１年目での快挙はロッテ一筋29年の
西村監督だからこそ成しえたことだろう。こ
の勢いで日本一になっていることを願う（カ）

秋 の日はつるべ落としとよく言いますが
今月はつくづく実感させられました。

夕方の６時にはすっかり日が落ち、あたりは
真っ暗に。少し前までは、夕方も明るかった
のでギャップに戸惑っています。おかげで１
か月もすぐに終わってしまった気分です（ナ）

第４回
串間市民講座大好評でした
いこいの里第４回
串間市民講座を
１０月１７日（日）
に開催しました。
鹿屋バラ園の創立
者でバラ博士の門
倉美博先生を講師
に招き、ばらの植
え付け方法を、栽
培カレンダーをも
とに実践を交えて講演いただきました。植え付けから追肥、
剪
せん

定
てい

、一番重要な消毒などわかりやすくお話いただき、参
加者も真剣な顔で聞き入っていました。最後は参加者にバ
ラの苗木をプレゼント、きっときれいなバラが花開くこと
でしょう。

いこいの里ニュース

門倉先生による市民講座
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本城地区・港にお住まいの大野旭さん（27 歳）。串間市内は
もとより、県内外で活躍するシンガーソングライターです。中
学・高校とバンドを組み、17 歳で自ら作詞作曲も手がけるよ
うになりました。「曲作りでは聴いてくれる人と同じ目線でい
ること、自分の気持ちを押し付けないことを心がけています」
と話す旭さんが作る曲は、優しく心に染み入るように響いて
きます。「音楽が大好き」と言う旭さん。「串間の音楽仲間と
刺激し合い、音楽で串間を盛り上げたい」と考えています。

今月のワンショットスマイル

大 野  旭さん
ŌNO akira


